別紙２

令和２年度事業計画
　昨今の新型コロナウィルス感染症の影響で、当NPO法人の得意とする講座やフォーラムは、いわゆる３密の典型例として、現在、実施すべきか悩ましい状況にあります。
特にこれまで継続的に実施している「出雲学フォーラム」、「風土記談義」、「荒神谷特別講演会」は、毎回、県外からの参加者も多数あるため、再開には県内外の状況も踏まえて決定する必要があります。また参加者から継続を望まれている「県外視察旅行」は、バスで県外へ出向くという点で、当分、実施が難しいと思われます。
　しかしながら、このような状況の中、古事記編纂1300年の頃に島根日日新聞に101回にわたり連載させていただいた記事を出版する方向で準備を進めております。また、次号の出雲学通信も準備を進めておりますので、会員の皆様方には、準備が整い次第、いち早く情報提供させていただきます。
　今後もこの状況が続くと思われますが、幸いにしてここ10年ほどの間に出雲や古代史をテーマとした書籍もたくさん出版されておりますので、この機会にぜひ、いろいろな書籍にも触れていただき、また皆様と議論できればと考えております。
　今年度は、少し趣向を変え、情報提供を中心に、これまでより幅広く“出雲学”について考えてみたいと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。
―――――　文化振興関連事業　―――――
（収入計300千円、支出計200千円、収支計100千円）

■「風土記談義」（自主事業）
　　平野理事・杉岡理事が風土記を読み進める講座。出雲国風土記と逸文を含めて展開。状況を見ながら実施。
　　日　時　：　原則毎月第３日曜　10：00～11：30
　　場　所　：　荒神谷博物館　交流学習室

■荒神谷博物館特別講演会（自主事業）
　　学芸員等、専門家を招聘して行う講座。状況を見ながら実施。
　　日　時　：　原則、毎月第3土曜　
　　場　所　：　荒神谷博物館　交流学習室ほか

■第12回出雲学フォーラム

　　地元講師を講師として招聘したフォーラムを、状況を見ながら検討予定。
―――――　地域文化を軸とした観光振興および人づくり推進事業　―――――

（未定、黒字必須）

■古事記編纂1300年記念視察旅行
状況を見ながら山陰を中心に検討
―――――　文化系・歴史系資料館等の管理運営及びコンサルティング事業　―――――

（収入計40,000千円、支出計40,000千円、収支計0千円）

■荒神谷史跡公園及び博物館指定管理事業

　　5か年の契約の最終年度。
　　現在、展示については、近隣の借用物を中心にするよう予定を変更しながら準備中。指定イベント・自主イベント共に大幅に計画を変更しながらも、荒神谷の魅力を発信すべく活動中。
　　来年度以降の5か年は、7月初旬締め切りの公募に向けて計画を作成中。
―――――　地域関連グッズ等の商品開発及び販売事業　―――――

（収入計2,000千円、支出計1,800千円、収支計200千円）

■ミュージアムショップ（自主事業）

　　博物館の魅力のひとつとして運営。引き続き魅力的な商品を集め、展開予定。
―――――　関連書籍の制作及び出版事業　―――――
（収入計2,500千円、支出計2,500千円、収支計0千円）

■引き続き、各種書籍を販売・出版。
　（出版物、新規作成書籍は、昨年度の事業報告を参照願います）
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